
化

必要があれば,原 子量は次の値を使 うこと。

H l.O     C 12     N 14     0 16     Na 23

S 32      Cu 64

また,問 題文中の体積の単位記号 Lは ,リ ットルを表す。

第 1問 次の問い(問1～ 6 )に答えよ。解 答番号 [ 1 ]～
 7  〕 側 点 2 D

問1 次のa・bに当てはまるものを,それぞれの解答群の0～⑤のうちから一つ

ずつ選べ。

a 分 子か らなる物質   1

0 亜  鉛        ②  塩 化水素      ③  塩 化ナ トリウム

④ 炭酸水素ナトリウム ⑤ ミョウバン

b 二 重結合をもたない分子 □

① 二酸化炭素     ②  酢 酸       ③  アセトアルデヒド

④ 工タノール     ⑤  プロベン(プロピレン)

欠
ロ

学
的

全

I

一- 30 -一
(2608-30)
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堅つらヽカちテつの⑤
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①の次をのもむ含をリ誤てしと述己るす

卵□
イ

　

ｏベ

３問

化学 I

問 2 二 つの原子が互いに同位体であることを示す記述として正 しいものを,次 の

①～⑤のうちから一つ選べ。  3

0 陽 子の数は等しいが,質 量数が異なる。

② 陽 子の数は異なるが,質 量数が等しい。

③ 陽 子の数と中性子の数の和が等しい。

④ 中 性子の数は異なるが,質 量数が等しい。

⑤ 中 性子の数は等しいが,質 量数が異なる。

0 イ オン化エネルギー(第一イオン化エネルギー)は,原 子から電子を 1個lR

り去って陽イオンにするのに必要な最小のエネルギーである。

② イ オン結晶に含まれる陽イオンの数と陰イオンの数は,必 ず等しい。

③ 塩 素原子は,電 子を受け取って 1価の陰イオンになりやすい。

④ ナトリウムイオンは,ネオン原子と同じ電子配置をもつ。

⑤ イ オン結合は,陽 イオンと陰イオンの静電気的な引力による結合である。

- 3 1 -
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化学 I

問 4 標 準状態における体積が最 も大きいものを,次 の0～ ⑤のうちか ら一つ選

べ。  5

0 2 . O g のH 2

② 標準状態で20LのHe

③ 8 8 g のC 0 2

0 28gの N2と標準状態で 5,6Lの 02と の混合気体

⑤ 2 . 5  n l o l のC H 4

問 5 質 量パーセ ン ト濃度 8.0%の 水酸化ナ トリウム水溶液の密度は 1.lg/cn13

で ある。 この溶液 100 cn13に含 まれ る水酸化ナ トリウムの物質量 は何 in01

か。最も適当な数値を,次 の0～ ⑥のうちから一つ選べ。  6 nld

① O 。1 8

④ O , 3 2
② O . 2 0

⑤ O。35
③ O . 2 2

⑥ O。38

十~ 32 十一
(2608-32)
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化学 I

問 6 身の回りの現象や物質 ・製品に関する記述として下線部に誤りを含むもの

を,次の0～⑤のうちから一つ選べ。  7

0 鉄 粉を用いている使い捨てカイロは,空 気中で発熟する。 これは,鉄 が酸

化されるためである。

② 火 山地帯や温泉では,卵 の腐ったようなにおい(腐卵臭)がすることがあ

る。これは硫化水素のにおいである。

③ 炭 酸飲料をコップに入れて室温に放置すると, しだいに発泡しなくなる。

これは,飲 料中に溶解している二酸化炭素の量が減少するためである。

④ セ ッケンの洗浄力は硬水中では低下する。 これは,セ ッケンが Na十 と反

応 して水に溶けにくい塩をつくるためである。

⑤ 希 ガスは電球の封入ガスに使われる。これは,希 ガスが他の物質と反応し

にくいためである。

一- 33 -一
( 2 6 0 8 - 3 3 )
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化学 I

第 2問 次の問い(問1～4)に答えよ。解答番号 1 ～ 匡 7ヨ 〕御点 2D

問 1 次 の実験 (A・ B)に 関する下の問い(■・b)に答えよ。

A 団 体の水酸化ナ トリウム 0.200gを 0,l nlo1/Lの塩酸 100 nlLに溶か した

ところ,505Jの 発熱があった。

B 団 体の水酸化ナ トリウム 0。200gを 水 100 nlLに溶か したところ,225Jの

発熟があつた。

a 実 験 Aで 発生した熱が溶液の温度上昇のみに使われたとすると,溶 液の

温度は何℃上昇するか。最も適当な数値を,次 の0～ ⑤のうちか ら一つ選

べ。ただ し,実 験の前後で この溶液の体積は変化 しないもの とする。ま

た,溶 液 l nlLの温度 を 1℃ 上昇 させ るの に必 要な熱量 は 4.18Jと す

る。  1 ℃

0 0 。l   ② O . 8   ③ l . 2   ④8 , 3   ⑤ 1 2 . 1

b 実 験 (A・ B)の 結果か ら求められる,次 の熱化学方程式の oの 値 とし

て最も適当な数値を,下 の0～ ⑥のうちから一つ選べ。  2 1Rl

HCIをlq tt NaOH aq=NaClaq tt H20+9〔 ltl〕

① -146

0 2 8

()  -56

()  56

()  -28

⑥ 146

- 3 4 -
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化学 I

問 2 次 の熱化学方程式を利用すると,炭 素の同素体について,物 質のもつエネル

ギー(化学エネルギー)を比較することができる。同じ質量の黒鉛,ダ イヤモン

ド, フラーレンC60について,物 質のもつエネルギーが小さいものから順に正

しく並べられたものを,下の0～⑥のうちから一つ選べ。  3

C(ダイヤモンド)十 02(気)=C02(気 )+396 1tr

C60(フラーレン)+6002(気 )=60C02(気 )+25930 1RI

C(黒鉛)=C(ダ イヤモンド)-2 1RI

O  黒鉛<ダイヤモンド<フラーレンC60

② 黒鉛<フラーレンC60<ダイヤモンド

③ ダイヤモンド<黒鉛<フラーレンC60

0 ダイヤモンド<フラーレンC60<黒鉛

⑤ フラーレンC60<黒鉛<ダイヤモンド

⑥ フラーレンC60<ダイヤモンド<黒鉛

- 3 5 -
( 2 6 0 8 - 3 5 )
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化学 I

問 3 1価 の酸の0.2 nlo1/L水溶液 10 mLを,あ る塩基の水溶液で中和滴定 し

た。塩基の水溶液の滴下量とpHの 関係を図 1に示す。下の問い(a・ b)に答

えよ。

十

√

0

/
ノ

/

0        10       20       30       40

塩基の水溶液の滴下量 〔皿L〕

図 1

a こ の滴定に関する記述 として誤 りを含むものを,次 の0～ ⑤のうちか ら一

つ選べ。  4

① この1価の酸は弱酸である。

② 滴 定に用いた塩基の水溶液の pHは 12より大きい。

③ 中和点における水溶液のpHは7である。

④ この滴定に適した指示業はフェノールフタレインである。

⑤ こ の滴定に用いた塩基の水溶液を用いて,0,l mo1/Lの硫酸 10 nlIンを中

和滴定すると,中 和に要する滴下量は 20 nlLである。

14

pH

一- 36 -一
(2608-36)
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化学 I

b 滴 定に用いた塩基の水溶液として最も適当なものを,次 の0～ ⑥のうちか

ら一つ選べ。  5

0 0.05 mo1/Lのアンモエア水

② O.l nld/Lのアンモエア水

0 0.2 1no1/Lのアンモエア水

0 0.05n101/Lの 水酸化ナ トリウム水溶液

⑤ O。l mo1/Lの水酸化ナ トリウム水溶液

⑥ O.2 nld/Lの 水酸化ナ トリウム水溶液

一- 37 -一
(2608-37)
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化学 I

間 4 図 2の装置を用いて行つた次の実験Aに ついて,下 の問い(a・b)に答え

よ。

A O,3 nld/Lの硫酸銅(工)CuS04水 溶液を入れた容器の中で,2枚 の鋼板

を電極とし,起 電力 1.5Vの 乾電池を用いて一定の電流 rlA〕を時間 す〔秒〕流

したところ,一 方の電極上に銅が 夕″〔g〕析出した。

硫酸銅(1)水溶液

十- 38 -一
(2608-38)
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化学 I

a 実 験Aに関する記述として誤りを含むものを,次 の0～ ⑤のうちから一

つ選べ。  6

0 電 流を流す時間を 2け〔秒〕にすると,析 出する銅の質量は 2初 〔g〕にな

る。

② 電 流 を 2 r 〔A 〕にす る と, 時 間 す〔秒〕の 間 に析 出 す る銅 の質 量 は

2夕′夕〔g〕になる。

③ 陰 極では Cu2++2e~→ Cuの 反応によって銅が析出する。

④ 陽 極では H20が 還元されて H2が発生する。

⑤ 実 験の前後で溶液中の S042-の 物質量は変化しない。

b 実 験Aか ら,電 子 1個 がもつ電気量〔C〕を求める式 として正 しいもの

を,次の0～⑥のうちから一つ選べ。ただし,アボガドロ数をがとす

る。   7   C

O―株   ② 一杵   ③ 一株

④一粋   ⑤ 一輪   ⑥ ―器

十- 39 -一
(2608-39)
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化学 I

第 3問 次の問い(問1～ 6 )に答えよ。解 答番号  1  ～ 匡
7コ 〕側 点 2 D

問 1 地 殻中に含まれる金属元素について,存 在量の多いものを 6種類示すと次の

ようになる。これらの元素に関する下の問い(a・ b)に答えよ。

Al, Fe, Ca, Mg, Na, K

a 3価 の陽イオンとして安定に存在することのできる元素を正しく選択して

いるものを,次の0～⑥のうちから一つ選べ。  1

O  A l , F e

④ Fe,Ca

b 炎 色反応を示す元素のみを正しく選択しているものを,次 のO～ ⑤のうち

② A l , C a

⑤ Fe,Mg

③ A l , M g

⑥ Ca,Mg

か ら一つ選べ。  2

O Na,K,Mg    ②  Na,K,Ca    ③  Na,Mg,Ca

④ K,Mg,Ca    ⑤  Na,K,Mg,Ca

一- 40 -―
(2608-40)
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化学 I

問 2 次の0～ ⑤の化学変化のうち,下 線の化合物が酸化剤として作用しているも

のを一つ選べ。  3

0 ク ロム酸カリウム水溶液に硫酸を加えると,橙 赤色になる。

② 硫 酸酸性の過マンガン酸カリウム水溶液に過酸化水素水を加えると,赤 紫

色が消える。

③ 硫 酸銅 (工)水溶液にアンモニア水を過剰に加えると,深 青色になる。

④ 硫 化水素の水溶液に二酸化硫黄を通じると,白 濁する。

⑤ 硫 酸酸性のヨウ化カ リウム水溶液 に過酸化水素水を加えると,褐 色にな

る。

問 3 ケ イ素, リン,硫 黄に関する記述として正しいものを,次 の0～ ⑤のうちか

ら一つ選べ。  4

0 いずれの単体にも同素体は存在しない。

② 単 体はいずれ も,ダ イヤモン ドと同様の構造をもつ共有結合の結晶であ

る。

③ いずれも地殻中に単体として存在する。

④ 酸 化物はいずれも,常 温 ・常圧で気体である。

③ いずれも非金属元素である。

- 4 1 -
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化学 I

間 4 硫 酸 H2S04の よ うに分子中に酸素原子 を含む無機の酸 をオキ ソ酸 という。

オキソ酸 に関する記述 として誤 りを含む ものを,次 の0～ ⑤のうちか ら一つ選

べ。  5

① 酸化数十

② 酸化数十

③ 酸化数十

④ 酸化数十

⑤ 酸化数十

1の塩素原子 1個を含むオキソ酸は,強 い酸化作用を示す。

4の炭素原子 1個を含むオキソ酸は,弱 酸である。

5の窒素原子 1個 を含むオキソ酸は,強 い酸化作用を示す。

5の リン原子 1個を含むオキソ酸は, 2価 の酸である。

6の硫黄原子 1個を含むオキソ酸は,強 酸である。

問 5 し ょうゆを水で 100倍に希釈した試料溶液 10 mLをビーカーに入れた。こ

の溶液に 0,050 nld/L硝酸銀水溶液を少量ずつ加えていったところ,試 料溶

液中の塩化物イオンを塩化銀として沈殿させるのに6.O nlLを要 した。この

しょうゆに含まれる塩化ナ トリウムの濃度〔nld/L〕として最も適当な数値を,

次の0～ ⑥のうちから一つ選べ。ただし,沈 殿はすべて塩化銀であり,し ょう

ゆに含 まれる塩化物イオンはすべて塩化ナ トリウムによるものとす る。

6   111o1/L

0 0 。3 0

0 3 . 3

② O . 3 3

⑤ 3 0
③ 3 . 0

⑥ 3 3

- 4 2 -
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化学 I

問 6 図 1に示すふたまたの試験管のAに 硫化鉄(Ⅱ)を, Bに希硫酸を入れ,試 験

管を傾けて両者を混合することにより,硫 化水素を発生させることができる。

この実験に関する記述として誤りを含むものを,下 の0～ ⑤のうちから一つ選

べ。  7

―→ 捕集装置

図 1

0 実 験装置は,換 気のよい場所に設置する。

② 希 硫酸は,純 水に濃硫酸を加えて調製する。

③ 発 生した気体は,上 方置換によって捕集する。

④ 発 生した気体を酢酸鉛(工)水溶液に通じると,沈 殿が生じる。

⑤ 希 硫酸の代わりに希塩酸を用いて同様の操作を行つても,硫 化水素が発生

する。

- 4 3 -
(2608--43)

さくらの個別指導 （さくら教育研究所）



化学 I

第 4問 次の問い(問1～7)に答えよ。解答番号 1 ～ 匡 7コ 〕側点 2D

問 1 ア ルカンに関する記述として誤 りを含むものを,次 の0～ ⑤のうちから一つ

選べ。  1

0 炭 素数 1の アルカンは,天 然ガスの主成分である。

② 炭 素数 2の アルカンでは,C一 C結 合を軸として両側のメテル基が回転で

きる。

③ 炭 素数 4の アルカンには,3種 類の構造異性体がある。

④ ア ルカンは,シ クロアルカンに比べ,分 子中に含まれる水素原子の割合が

大きい。

⑤ ア ルカン l molを完全燃焼させると,水 が二酸化炭素よりl nld多く生成

する。

十- 44 -一
(2608--44)
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化学 I

問 2 ポ リエチレンテレフタラート(P E T )は,エ テレングリコール(1 , 2 -エタンジ

オール)とテレフタル酸がエステル結合を形成しながら重合した化合物であ

る。ポリエテレンテレフタラートの構造式として正しいものを,次の0～⑥の

うちか ら一つ選べ。  2

O       O

O  t O一
く 夏 ) - 0 -と

一 C H 2 C H 2 ~と

1 2

②
 tO― く夏〉

―と-0-CH2CHII

③ iO―〈:〉
一と一〇―CH2CH2~と12

O      O

④

 十

と
一

く 王 〉

一
と

一 C H 2 C H 2 ~ 0 1 2

O         O

⑤
 十

と
一

く 貢 )一
〇

―
と

一
C H 2 C H 2 ~ 0 1 2

O      O

⑥ モと
一〈亘〉一と-0-CH2CH2~012

- 4 5 -
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化学 I

問 3 次の構造式で示されるかブタノールの性質に関する記述として誤りを含む

ものを,下の0～⑤のうちから一つ選べ。  3

H

|
CH3CH2~~C~~CH3

|
0H

① 水 酸化ナ トリウム水溶液 とヨウ素を加えて温めると,黄 色の沈殿が生成す

る。

② 塩 化鉄 (田)水溶液を加えると,紫 色に呈色する。

③ 単体のナトリウムを加えると,水素が発生する。

④ 硫酸酸性のニクロム酸カリウム水溶液で酸化すると,ケトンが生成する。

⑤ 酢酸と縮合すると,エステルが生成する。

- 4 6 -
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化学 I

問 4 次の有機化合物の反応について,式 中の ア   ・ E王 王]に当てはまる化

合物の組合せとして正しいものを,下 の0～ ⑥のうちから一つ選べ。  4

=C(:Hl ―
 □

H20

付加反応

Ｈ
　
　
／

Ｈ

H― C≡ C― H

安定)

HCII作 す力日)反ルぷ

H＼ /H  _Ho   T T   。2
C = C     ← ――――  H― C一 C― H  ← ――――

H    ＼cl   熱分角卒     と| と|     カロ)反応

02 酸化

ア イ

0 CH3CH2~~OH CH3~~CH3

② CH3~~CHO CH3~~CH3

③ CH3~~COOH CH3~~CH3

④ CH3CH2~~OH CH2==CH2

⑤ CH3~~CHO CH2こ=CH2

⑥ CH3~~COOH CH2==CH2

- 4 7 -
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化学 I

問 5 そ れぞれ 2種類の化合物を含む次の溶液(■・b)がある。各溶液を分液漏斗

に入れ,そ れぞれに適当な水溶液を加えてよく振り混ぜた後,静 置することに

より,含 まれる化合物の一方を水層に抽出して分離することができる。このと

き,溶 液(a・ b)に加える水溶液の組合せとして最も適当なものを,下 の①～

⑥のうちから一つ選べ。  5

a  O O H と
O C比

b  O W 2と
O N O

を含むジエテルエーテル溶液

を含むジエテルエーテル溶液

aに 加える水溶液 bに 加える水溶液

0 炭酸水素ナ トリウム水溶液 希塩酸

② 炭酸水素ナ トリウム水溶液 水酸化ナ トリウム水溶液

③ 希塩酸 水酸化ナ トリウム水溶液

④ 希塩酸 炭酸水素ナ トリウム水溶液

⑤ 水酸化ナ トリウム水溶液 炭酸水素ナ トリウム水溶液

⑥ 水酸化ナ トリウム水溶液 希塩酸
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化学 I

問 6 図 1は,炭 素,水 素,酸 素でできた有機化合物の元素分析を行うための装置

を示している。試料の質量を精密にはかり, これを乾燥した酸素の気流中で完

全燃焼させる。生成した水と二酸化炭素を,容 器に充填した試薬( ア  ・

イ )に 吸収させ, これらの質量変化から水と二酸化炭素の量を求める。

用いる試薬( ア   ・ 匡 王王])の組合せとして最も適当なものを,下 の0～

⑥のうちから一つ選べ。  6

CYO(羅念松縁尾覇
る
)

ア イ

0 塩化カルシウム ソーダ石灰

② ソーダ石灰 セッコウ

③ セッコウ 塩化カルシウム

④ 塩化カルシウム セッコウ

⑤ ソーダ石灰 塩化カルシウム

⑥ セッコウ ソーダ石灰
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化 学 I

問 7 炭 素数 4の 鎖式不飽和炭化水素を完全燃焼させたところ,二 酸化炭素 88 11lg

と水 27 nlgが生成した。この炭化水素 8,lgに ,触 媒を用いて水素を付加させ

たところ,す べてが飽和炭化水素に変化した。このとき消費された水素分子の

物質量は何 nldか。最 も適当な数値 を,次 の0～ ⑥のうちか ら一つ選べ。

7 md

① O.1 5

④ O . 5 6

② O 。3 0

⑤ O。6 0
③ O。47

⑥ O. 6 5
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